
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本仮訳は、韓国特許庁が発表した「パブリシティ権の保護に向けた不正競争防止法改

正事項ガイドブック（2022年 11月）」をジェトロが仮訳したものです。ご利用にあ

たっては、原文をご確認ください。 

（https://www.kipo.go.kr/ko/kpoBultnMgmt.do?menuCd=SCD0200640&parntMenuCd2=S

CD0200281） 

 

【免責条項】本資料で提供している情報は、ご利用される方のご判断・責任においてご

使用ください。ジェトロでは、できるだけ正確な情報の提供を心掛けておりますが、本

資料で提供した内容に関連して、ご利用される方が不利益等を被る事態が生じたとして

も、ジェトロは一切の責任を負いかねますので、ご了承ください。 

https://www.kipo.go.kr/ko/kpoBultnMgmt.do?menuCd=SCD0200640&parntMenuCd2=SCD0200281
https://www.kipo.go.kr/ko/kpoBultnMgmt.do?menuCd=SCD0200640&parntMenuCd2=SCD0200281


 

 

 

 

 

 

BTS、BLACKPINK、イカゲームなど、韓国の文化コンテンツが世界中に広がっています。米国

やドイツなどの海外で開催される K-Popコンサートに数万人の観客が足を運び、Netflixな

どのメディアコンテンツ配信プラットフォームで韓国ドラマが数億を超える再生回数を記

録しています。 

 

韓流スターの認知度も、過去とは比べものにならないほど向上しました。韓国のスターが有

名ファッション雑誌、化粧品、衣類会社の広告モデルとして活躍しています。ニューヨーク、

ロンドン、パリなどの主要国の有名都市の街で、韓流スターの顔や名前に出会うのはもはや

見慣れないものではありません。 

 

このような成果は、韓国のクリエイティビティとともに、韓国のエンターテインメント業界

の投資と努力が実ったものだと言えます。しかし、このような投資と努力が適切に保護され

ているのかについては、振り返ってみる必要があります。 

 

米国をはじめとする主要国は、有名人の顔や名前、署名等が持つ財産的価値（いわゆる「パ

ブリシティ権」）を認め、法律または判例を通じて保護しています。しかし、韓国の場合、

これまで明文規定がなく、適切な保護が容易ではありませんでした。そのため、韓国特許庁

は、有名人の顔や名前等が持つ財産的価値を保護するために、昨年不正競争防止法を改正し、

今年 6月から施行しています。 

 

今回発刊するガイドブックは、新しい法に対する国民の理解を深めるために作成したもの

です。法に対して疑問になり得る内容を質疑応答の形でまとめ、法が適用される可能性があ

る事例を盛り込みました。 

 

なにとぞ、本ガイドブックが有効に活用されることを願います。また、有名人の顔や名前等

が持つ財産的価値を認める健全な取引秩序が作られ、韓国のエンターテインメント産業が

より一層飛躍するきっかけになることをお祈りします。 

 

 

特許庁長          （イ・インシル） 



  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 


